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1 はじめに 

PCAN-Router Pro を使用すると、4 つの High-speed CAN バスからのデータトラフィックに参加できます。 ル

ーターの動作は、提供されている Windows プログラム PPCAN-Editor 2 を使用して CAN バスを介してコンフィ

グレーションされます。純粋な転送だけでなく、CAN データは、さまざまな方法で処理、操作、およびフィル

タリングすることができます。 ユーザーがコンフィグレーションをセットアップするために使用できるさまざ

まなファンクションブロックやその他の設定があります。 さらに、コンパクトフラッシュカードへのすべての

データトラフィックを記録するために使用される 5 番目の CAN チャネル(仮想)があります。 

 

PCAN-Router Pro が出荷時に装備されている standard firmware の代わりに、ARM マイクロコントローラ

NXPLPC2294 に基づくカスタムファームウェアを作成して実装することができます。 ファームウェアは、C お

よび C ++用の GNU コンパイラに含まれている開発パッケージを使用して作成され、CAN を介してモジュール

に転送されます。 さまざまなプログラミング例により、独自のソリューションの実装が容易になります。 

 

PCAN-Router Pro のドキュメントには、複数のパーツ部分があります： 

ー PCAN-Router Pro-ユーザーマニュアル（このドキュメント）： 

PPCAN-Editor 2（63 ページの付録 E）でのハードウェア調整、デバイスの操作、およびハードウェア固有

の設定について説明します。 

 

ー PPCAN-Editor 2 ドキュメント（プログラムヘルプ）: 

ヘルプメニューまたは F1 からアクセスできる Windows 用コンフィグレーションプログラム PPCAN-Editor 

2 のヘルプになります。 
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ー PPCAN-Editor 2 チュートリアルは下記の URL よりダウウンロード、 

https://www.peak-system.com/fileadmin/media/files/PPCAN-Editor_PCAN-Router-Pro_Example-Files.zip 

PPCAN-Editor_PCAN-Router-Pro_Example-Files.zip を解凍。 

PPCAN-Editor_PCAN-Router-Pro_Example-Files にある多くの例に基づいて学習します。 

 

ー PPCAN-Editor 2 - 参照（PDF ファイル）： 

PPCAN 対応デバイス（PCAN-Router Pro など）に実装されている機能ブロックと数学機能について説明し

ます。 

 

1.1 主な特徴 

ー High-speed CAN 4 チャネル (ISO 11898-2) 

⚫ CAN 規格 2.0A / B および FD に準拠 

⚫ ビットレート：最大 1 Mbit/s 最小 40 kbit/s 

⚫ ウェイクアップ付きの NXPTJA1043T CAN トランシーバ 

⚫ ご要望に応じて選択肢可能なトランシーバモジュール 

ー D-Sub 9 ピンコネクタで CAN 接続 

ー CAN 終端抵抗は CAN チャネルごとに切り替え可能 

ー 各 D-Sub 9 ピンの Wake-up（4 ピン）、CAN バス、またはリアルタイムクロックを使用したウェイクアップ

機能 

ー コンパクトフラッシュカード スロット 

ー バッテリバッファ式リアルタイムクロック（RTC）は、ウェイクアップにも使用できます 

ー ブザー 

ー CAN チャネル、コンパクトフラッシュカード、マイクロコントローラ、および電源の Status LED 

ー NXP マイクロコントローラ LPC2294 

ー アルミケース、DIN レール固定オプション可能 
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ー 電源電圧： DC 8〜27 V （過電圧および逆極性に対する保護付き） 

ー 動作温度範囲：-40 〜 + 85℃（-40 〜 + 185°F） 

 

standard firmware のプロパティ： 

 

ー PPCAN-Editor 2 ソフトウェア（Windows）を使用した詳細なコンフィグレーション 

ー データ処理および操作のためのファンクションブロック 

ー 設定可能なブザー 

ー コンパクトフラッシュカードへの CAN データとエラーフレームの記録 

ー PEAK-Converter ソフトウェア（Windows）を使用したログデータをさまざまな出力形式への変換 

 

1.2 動作要件 

ー 電源供給：DC 8 〜 30 V （例 車のバッテリー） 

ー CAN を介して構成する場合： 

⚫ コンピュータ用の PCAN シリーズの CAN インターフェイス（PCAN-USB など） 

⚫ 正しい終端でケーブル接続 

⚫ コンフィグレーションプログラム用の Windows10 または 8.1（32/64 ビット） 

 

ー ログに記録された CAN データを変換する場合： 

⚫ コンパクトフラッシュカード用のカードリーダーを備えたコンピュータ 

⚫ 変換プログラム用の Windows10 または 8.1（32/64 ビット） 
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⚫ ハードディスク上のデータ用の十分なスペース（コンパクトフラッシュカードの初期ファイルサイズの

最大 5 倍、例：1 ギガバイト+ 4 ギガバイト） 

 

1.3 納品内容 

ー PCAN-Router Pro（アルミケース） 

ー 電源用 嵌合コネクタ 1
 

ー コンフィグレーション用 PPCAN-Editor 2 ソフトウェア（Windows） 

ー 変換ソフトウェア PEAK-Converter（Windows） 

ー 産業用コンパクトフラッシュカード（最小 1 ギガバイト） 

ー GCC ARM Embedded を使用した Windows®開発パッケージ、フラッシュ プログラムおよびプログラミン

グ サンプル 

ー PDF 形式のマニュアル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1
2 極、ピッチ 3.81 mm、嵌合コネクタ Phoenix Contact MC1.5 / 2-STF-3.81 
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2  コネクタ 

 

2.1 電源 

PCAN-Router Pro の操作には、公称 12 V の直流電圧の電源が必要です。(8〜27V が可能です)。 入力には、

逆極性および過電圧を保護されています。 

 

 

 

 

 

ケーブルを固定するための嵌合コネクタ（Phoenix Contact MC1.5 / 2-STF-3.81）を使用して接続します。 極性

は下記のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

注：納品範囲には、デバイスの電源用の電源ユニットは含まれていません。 

注：電源を印加した後、PCAN-Router Pro は動作を開始するためにウェイクアップ信号を必要とし

ます。 機器をカスタマイズして、ウェイクアップ機能を備えた CAN トランシーバモジュールがな

い場合は、PCAN-Router Pro の外部ウェイクアップ信号でオンにする必要があります（37 ページの

セクション 5.7.3 を参照）。 
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2.2 CAN1 から CAN4、D-Sub 9 ピン 

CAN バスは D-Sub 9 ピン ポートに接続されています。 

 

 

 

 

 

 

 

ポート CAN1 および CAN2 のピンアサイメント 

 

 

 

 

 

 

 

ポート CAN3 および CAN4 のピンアサイメント 

 

CAN のピンアサイメントは、使用されている CAN トランシーバモジュールに依存します： 
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D-Sub コネクタには、追加機能を備えたピンがあります： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3 コンパクトフラッシュ カード 

CAN データトラフィック（トレース）をログに記録するには、最大容量 2 ギガバイトのコンパクトフラッシュ

カード（CF カード）を使用できます。 

 

コンパクトフラッシュ スロットは、PCAN-Router Pro の背面にあります。 コンパクトフラッシュ カードがリ

アパネルと同じ高さになると、正しく挿入されます。 

 

 

 

 

 

 

コンパクトフラッシュ カードの使用については、第 6 章 CAN トラフィックをコンパクトフラッシュカードに

記録（39 ページ）を参照してください。 

 

 

 

  

注：D-Sub コネクタの追加機能は電気的に絶縁されていません。 トランシーバモジュール PCAN-

トランシーバ MAX3057-ISO を使用する場合、対応する D-Sub コネクタ（2：CAN_L、7：CAN_H、

3：CAN_GND）で CAN 通信に割り当てられたピンに対してのみガルバニック絶縁が提供されます。 

注：コンパクトフラッシュ カードを挿入または取り外しする場合は、PCAN-Router Pro をオフにす

る必要があります（電源またはパワーダウンモード、電源 LED オフ）。 それ以外の場合、カードは

検出されないか、データが失われます。  
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3  ハードウェアの調整 

 

PCAN-Router Pro の基板でいくつかのハードウェア設定を調整できます： 

ー 選択肢可能な CAN トランシーバモジュールを使用 

（13 ページの 3.1 章を参照） 

ー CAN バスの終端の調整 

（16 ページの 3.2 章を参照） 

ー コンフィグレーションのルーター ID の設定 

（18 ページの 3.3 章を参照） 

ー 外部デバイスの 5V 電源の有効化 

（20 ページの 3.4 章を参照） 

ー D-Sub コネクタを介したルーターの”supply”（9 ピン）の有効化 

（22 ページの 3.5 章を参照） 

ー リアルタイムクロック（RTC）のボタン電池の交換 

（24 ページの 3.6 章を参照） 
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3.1 選択肢可能な CAN トランシーバモジュール 

選択肢可能な CAN トランシーバモジュールは、4 つの CAN それぞれに使用できます。 PCAN-トランシーバ

TJA1041 はデフォルトでプリインストールされています。 下記の選択肢可能な代替モジュールがサポートされ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 電源を切断します。 

2. 前後のハウジング上部の角にある 4 本のネジを外します。 

3. ハウジングカバーを取り外します。 

4. フロントカバーの下隅にある 2 本のネジを外します。 

5. ハウジングの下側から前面に向かってボードをフロントパネルで引き出します。 

 

 

  

注意！静電気放電（ESD）は、基板上の部品を損傷または破壊する可能性があります。基板を取り扱うとき

は、静電気防止用の注意を払ってください。                 

トランシーバモジュールを交換するには、下記の手順を実行します： 
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6. 交換するトランシーバモジュールから固定ネジを外します。 

スペーサーやナットが緩む場合がありますのでご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 つの CAN チャネルのトランシーバモジュールの位置 

（左側の CAN 1） 

 

7. トランシーバモジュールをメインボードから上向きに引き抜きます。 

8. 選択肢可能なトランシーバモジュールをソケットに接続します。 

トランシーバモジュールの穴がメインボードの対応する穴に合っていることを確認してください。 

 

9. トランシーバモジュールをネジ、スペーサー、ナットで固定します。 

10. LED ライトのガードに注意して、カバーをハウジングに戻します。 

11. ハウジングの前面と背面の上部コーナーにある 4 本のネジを締めます。 
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12. フロントカバーの下隅にある 2 本のネジを締めます。 

13. 電源を再投入してデバイスを再起動します。 

 

再起動後、PCAN-Router Pro は、挿入された CAN トランシーバモジュールのタイプを自動的に検出し、CAN チ

ャネルのデフォルトのビットレートに従って調整します（上記の表を参照）。 ビットレートはコンフィグレーシ

ョンによって変更できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

注：機器をカスタマイズした場合、ウェイクアップ機能を備えた CAN トランシーバモジュールがない場

合は、PCAN-Router Pro を外部ウェイクアップ信号でオンにする必要があります（37 ページのセクショ

ン 5.7.3 を参照）。 
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3.2 CAN バスの終端 

使用する CAN トランシーバモジュールに応じて、スイッチブロック S1 から S4 を使用して CAN の CAN1 から

CAN4 に CAN バスの終端をアクティブまたは非アクティブにできます。スイッチブロックのスイッチ 1 と 2 は、

常に同じ位置にある必要があります。 デフォルトでは、内部終端はアクティブにされていません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 電源を切断します。 

2. 前後のハウジング上部の角にある 4 本のネジを外します。 

3. ハウジングカバーを取り外します。 

4. フロントカバーの下隅にある 2 本のネジを外します。 

5. ハウジングの下側から前面に向かってボードをフロントパネルで引き出します。 

6. スイッチブロック S1 から S4（CAN1 から CAN4）を使用して、望ましい終端を適用します。 

 

スイッチブロックの両方の DIP スイッチ（1/2）が同じ位置にあることを確認してください。 

 

 

 

  

注意！静電気放電（ESD）は、基板上の部品を損傷または破壊する可能性があります。基板を取り扱うと

きは、静電気防止用の注意を払ってください。                 

ヒント：終端アダプタ（PCAN-Term など）を使用する場合は、CAN ケーブルに終端を追加することをお勧

めします。 したがって、CAN ノードはバスに柔軟に接続できます。 

終端をアクティブにするには、下記の手順を実行します： 
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CAN 終端用のスイッチブロックの位置： 

スイッチ ON の位置はスイッチブロックにマークされています 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. LED ライトのガードに注意して、カバーをハウジングに戻します。 

8. ハウジングの前面と背面の上部コーナーにある 4 本のネジを締めます。 

9. フロントカバーの下隅にある 2 本のネジを締めます。 

10. 電源を再投入してデバイスを再起動します。 再起動後、それぞれの CAN チャネルの内部終端がア

クティブになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 スイッチブロックの両方のスイッチ 
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3.3 コンフィグレーションのルーター ID の設定 

PCAN-Router Pro のボードには、ルーター ID（0 - F hex = 0 - 15）を決定するための 16 の設定できるロータリ

ースイッチがあります。 デバイスが standard firmware で起動されると、そのコンフィグレーションは、指定さ

れたルーター ID と番号が一致すると内部メモリからロードされます。 さらに、ルーター ID は、PPCAN 通信

（コンフィグレーション転送）中に ID を提供します。 通常の操作中に CAN メッセージを送信する場合、この

ルーター ID は関係ありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 電源を切断します。 

2. 前後のハウジング上部の角にある 4 本のネジを外します。 

3. ハウジングカバーを取り外します。 

4. 次の図を参考にして、ボード上のロータリースイッチを見つけます： 

 

 

 

  

注：ロータリースイッチ設定"F"は、新しいファームウェアのアップロード用に予約されています。 

注意！静電気放電（ESD）は、基板上の部品を損傷または破壊する可能性があります。基板を取り扱うと

きは、静電気防止用の注意を払ってください。                 

ルーターID を変更するには、下記の手順を実行します： 
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5. ボード上の ID ロータリースイッチを希望の位置に回します。  

たとえば、マイナスドライバーを使用します。 

6. LED ライト ガードに注意して、カバーをケーシングに戻します。 

7. ハウジングの前面と背面の上部コーナーにある 4 本のネジを締めます。 

8. 電源を再投入してデバイスを再起動します。  

再起動後、変更されたルーターID がアクティブになります。 

 

コンフィグレーションでの動作中、μC Status LED は毎秒ごと緑色に点滅します。 設定されたルーターID のコ

ンフィグレーションが存在しない場合、LED は 2 倍の速さで点滅します。 
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3.4 外部デバイスへの電源供給 

5V 電源は、PCAN-Router Pro の基板にはんだジャンパ設定することにより、D-Sub コネクタの 1 ピンに出力で

きます（コネクタごとに独立）。 したがって、消費電力の少ないデバイス（バスコンバータなど）は、D-Sub コ

ネクタを介して供給することができます。 電流出力は、各コネクタで 100mA に制限されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 電源を切断します。 

2. 前後のハウジング上部の角にある 4 本のネジを外します。 

3. ハウジングカバーを取り外します。 

4. フロントカバーの下隅にある 2 本のネジを外します。 

5. ハウジングの下側から前面に向かってボードをフロントパネルで引き出します。 

6. 下記の図と表を使用して、ボード上のはんだブリッジをはんだ付けします： 

 

 

  

注意！ 短絡の危険があります！ このセクションで説明されているオプションがアクティブになってい

る場合、CAN ケーブルまたは周辺システム（バスコンバーターなど）は、電源オフになっている間のみ、

PCAN-Router Pro に接続または切断できます。 

短絡の危険！ はんだ付けの際は、短絡を防ぐために細心の注意を払ってください。 

 

 

注意！静電気放電（ESD）は、基板上の部品を損傷または破壊する可能性があります。基板を取り扱う

ときは、静電気防止用の注意を払ってください 

5V 電源をアクティブにするには、下記の手順を実行します： 
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7. LED ライト ガードに注意して、カバーをケーシングに戻します。 

8. ハウジングの前面と背面の上部コーナーにある 4 本のネジを締めます。 

9. フロントカバーの下隅にある 2 本のネジを締めます。 

10. 電源を再投入してデバイスを再起動します。 

再起動後、D-Sub コネクタを介した 5V 電源がアクティブになります。 
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3.5 D-Sub コネクタを介した電源 

PCAN-Router Pro への供給を目的とした電源コネクタの代わりに、8〜27 VDC を D-Sub コネクタ CAN3 または

CAN4 のピン 9 を介して供給することができます。 PCAN-Router Pro の基板上で、目的の D-Sub コネクタへの

接続をはんだブリッジで確立する必要があります。 ピン 6（GND）は電源のマイナス（ー）として使用されま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 電源を切断します。 

2. 前後のハウジング上部の角にある 4 本のネジを外します。 

3. ハウジングカバーを取り外します。 

4. フロントカバーの下隅にある 2 本のネジを外します。 

5. ハウジングの下側から前面に向かってボードをフロントパネルで引き出します。 

6. 下記の図と表を使用して、ボード上のはんだブリッジをはんだ付けします： 

 

 

 

  

短絡の危険！ はんだ付けの際は、短絡を防ぐために細心の注意を払ってください。 

 

 

注意！静電気放電（ESD）は、基板上の部品を損傷または破壊する可能性があります。基板を取り扱うと

きは、静電気防止用の注意を払ってください 

D-Sub コネクタを介した供給を有効にするには、下記の手順を実行します： 
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 D-Sub コネクタを介してルーターに供給するための基板のはんだフィールドの位置 

 

 

 

 

 

 

 

7. LED ライト ガードに注意して、カバーをケーシングに戻します。 

8. ハウジングの前面と背面の上部コーナーにある 4 本のネジを締めます。 

9. フロントカバーの下隅にある 2 本のネジを締めます。 

10. 電源を再投入してデバイスを再起動します。 

再起動後、D-Sub コネクタ CAN3 または CAN4 のピン 9 を介してデバイスに電力を供給すること

ができます。 
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3.6 リアルタイムクロック（RTC）のボタン電池の交換 

PCAN-Router Pro に搭載されたリアルタイムクロック（RTC）は、デバイスの電源がオフになっている（電源供

給なしまたはパワーダウンモード）限り、IEC タイプ CR1620（3 V）のボタン電池によって供給されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 電源を切断します。 

2. デバイスの前面と背面にあるハウジングの上端に沿って 4 本のネジを外します。 

3. ハウジングカバーを取り外します。 

4. ボタン電池をホルダーから慎重に取り外します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 新しいボタン電池を挿入します。 

 

 

 

  

注意！静電気放電（ESD）は、基板上の部品を損傷または破壊する可能性があります。基板を取り扱うと

きは、静電気防止用の注意を払ってください。                 

ボタン電池を交換するには、下記の手順を実行します： 
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6. LED ライト ガードに注意して、カバーをケーシングに戻します。 

7. ハウジングの前面と背面の上部コーナーにある 4 本のネジを締めます。 

8. 電源を再投入してデバイスを再起動します。 

 

新しいボタン電池は数年持ちます。 内部時計が予期しない時刻を示している場合は、ボタン電池を取り出し、

その電圧を測定します。 これは、公称 3.0 ボルト前後である必要があります。 測定された電圧が 2.5 ボルトよ

り低い場合は、ボタン電池を新しいものと交換する必要があります。 

 

時刻の呼び出しと設定の詳細については、セクション 5.3 出荷設定（29 ページ）および 5.4 リアルタイムクロ

ックの設定（32 ページ）を参照してください。 
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4  コンフィグレーションソフトウェアのインストール 

 

PPCAN-Editor 2 ソフトウェア（Windows）を使用して、standard firmware で操作するためのコンフィグレーシ

ョンを作成します。 この章では、プログラムのインストール手順について説明します。 コンフィグレーション

の作成に関する情報は、プログラムのヘルプまたは PPCAN-Editor 2 のチュートリアルがあります。 

 

 

 

 

1. PPCAN-Editor 2 ソフトウェアをダウンロードします： 

https://www.peak-system.com/fileadmin/media/files/ppcanedit.zip 

ppcanedit.zip を解凍します。 

2. ¥PPCAN-Editor フォルダにあるセットアッププログラム（PPCAN-Editor-2-Setup.exe）を起動

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. セットアッププログラムの指示に従い、PPCAN-Editor 2 をインストールします。 

 

 

次に、PPCAN-Editor 2 を起動し、コンフィグレーションを作成して、PCAN-Router Pro に送信します。 ヘルプ

または PPCAN-Editor 2 のためのチュートリアルに対応する情報を得ることができます。 

 

 

  

PPCAN-Editor 2 をインストールするには、下記の手順を実行します： 

https://www.peak-system.com/fileadmin/media/files/ppcanedit.zip
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注：PPCAN-Editor 2 は、PCAN-Router Pro との通信に CAN ID 7E7h を使用します。 standard firmware

を使用して、PCAN-Router Pro が受信コンフィグレーションメッセージに反応することが CAN チャネ

ルごとに定義されます。 したがって、CAN ID 7E7h を他で使用しないでください。または、単一の

CAN チャネルに対してこの動作をオンからオフに切り替えてください。（I/O function 70h Special Out 

> Configuration ID 07e7h Enable）。 
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5  オペレーション 

 

5.1 PCAN-Router Pro をオン 

電源を印加した後、PCAN-Router Pro はリセットを実行し、オフになります（パワーダウンモード、パワーLED

オフ）。 

PCAN-Router Pro をオンにするには、ウェイクアップ信号が必要です。 

 

PCAN-Router Pro の標準装備は、電源が印加されたときに自動的にウェイクアップして初期化するウェイクアッ

プ機能を備えた High-speed CAN トランシーバモジュールを提供します。 したがって、PCAN-Router Pro は自

動的にオンになります（電源 LED がオン）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.2 CAN チャネルのデフォルトのビットレート 

 

PCAN-Router Pro との通信を確立するために、使用される CAN トランシーバモジュールに応じて、CAN チャネ

ルのデフォルトのビットレートが事前設定されています。 

 

 

  

注：機器をカスタマイズした場合、ウェイクアップ機能を備えた CAN トランシーバモジュールがない場合

は、外部ウェイクアップ信号を使用して PCAN-Router Pro の電源をオンにする必要があります（37 ペー

ジのセクション 5.7.3 を参照）。 
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PCAN-Router Pro の現在のコンフィグレーションで別のビットレートが設定されていない場合、デフォルトのビ

ットレートが有効になります。 コンフィグレーションでは、ビットレートは CAN チャネルごとに個別設定でき

ます。 これは、 I/O function 70h（Special Out）> CAN Bitrate で実行されます。 

 

 

 

 

 

 

 

5.3 出荷コンフィグレーション 

 

 standard firmware に適用されます 。 

 

PCAN-Router Pro には、納入時にコンフィグレーションの例が含まれています。 その要素（CAN ID など）を変

更するか、独自のコンフィグレーションの基礎としてそれらを使用できます。 

 

PCAN-Router Pro Package を次の URL からりダウンロードできます： 

https://www.peak-system.com/fileadmin/media/files/pcanrouterpro.zip 

 

PPCAN-Editor 2 で出荷コンフィグレーションを編集するには、次の ShippingConfig.ppproj のファイルを使用し

ます： 

pcanrouterpro.zip を解凍し、¥pcanrouterpro¥Configurations¥ShippingConfig¥ShippingConfig.ppproj 

 

 

 

  

ヒント：コンフィグレーションで使用されるビットレートがわからないために PCAN-Router Pro との通信が

妨げられている場合は、ルーター ID は、コンフィグレーションなしの位置に設定できます（18 ページのセク

ション 3.3 を参照）。次に、デフォルトのビットレートが有効になります。 

https://www.peak-system.com/fileadmin/media/files/pcanrouterpro.zip
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このコンフィグレーションには、下記のプロパティがあります： 

 

ー 4 つの CAN チャネルからのすべての受信メッセージは、挿入されたコンパクトフラッシュカードに書き込

まれます。 

ー 4 つの CAN チャネル間で転送は行われません。 

ー CAN トラフィック中は CAN ポートの LED が点滅します。 LED 1、3、5、および 7（緑）は受信用、LED 2、

4、6、および 8（赤）は送信用です。 

ー CAN チャネル 1 を介して、ロギング機能とコンパクトフラッシュカードに関連する情報を含む CAN メッセ

ージがリクエスト（RTR）に提供されます（下記の表を参照）。 

ー オプション：バッテリー付きリアルタイムクロック（RTC）を設定し、CAN チャネル 1 を介して呼び出す

ことができます（セクション 5.4 リアルタイムクロックの設定（32 ページ）を参照）。 

 

 

5.3.1 ステータスメッセージの構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

standard firmware に適用されます。 
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5.4 リアルタイムクロックの設定 

 

 

 

 

PCAN-Router Pro は、バッテリー付きリアルタイムクロック（RTC）でコンフィグレーションされています。 ク

ロックには、I/O functions 70h（Special Out）> RTC および F0h（Special In）> RTC でアクセスします。 

 

PCAN-Router Pro の出荷コンフィグレーションには、CAN メッセージで時刻を設定するために有効にできるエ

ントリが含まれています。 デフォルトでは、このエントリは、CAN を介した時間の誤った調整を回避するため

に無効になっています。 

 

 

以下について説明します： 

 

ー 出荷コンフィグレーションの調整と PCAN-Router Pro への転送 

ー 時刻を設定するための Windows プログラム PCAN-View による CAN メッセージの送信。 

 

出荷コンフィグレーションを調整し、これを PCAN-Router Pro に転送するには、下記の手順を実行します： 

 

1. PPCAN-Editor 2 を起動します。 

2. File > Open ShippingConfig.ppproj を開きます。 ファイルは、Router Pro package の 

 ¥Configurations ¥ ShippingConfig にあります。 

3. General タブの CAN Objects ウィンドウで、シンボルエントリ CAN 1 > SetDateTime（7F8h）

を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

standard firmware に適用されます。 
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4. 対応するフィールド Enable をオンにして、シンボルエントリを有効にします。 

5. コンピュータと PCAN-Router Pro の間に CAN 接続が存在すること、さらに、PPCAN-Editor 2 が

この接続にアクセスできることを確認してください。 

 

 

 

 

 

PPCAN-Editor 2：下部のステータスバーに接続を表示します。 

 

6. Transmit > Send Configuration で変更したコンフィグレーションを PCAN-Router Pro に送信し

ます。 

 

 

 

 

1. Windows で、PCAN-View プログラムを起動します。 

2. CAN チャネル 1 を CAN バスへ接続をします。 

3. 送信パネルで、日時および RTC 更新ビットの 8 データバイトを CAN メッセージ 7F8h を送信しま

す（以下の例を参照）。 

 

値が 16 進値であることを確認してください。 メッセージは PCAN-Router Pro が 1 回だけ受信す

る必要があるため、周期的な送信は設定されません。 

 

例： 2010 年 4 月 19 日月曜日 11:13:00 

 

 

 

  

PCAN-View を使用して PCAN-Router Pro の RTC の時刻を設定するには、下記の手順を実行します： 
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    データバイト（16 進数）： 

年月日曜日時分秒の RTC 更新ビット 

 

4. このメッセージを手動で 1 回送信します。  例えば スペース キーを押します。 

 

PCAN-Router Pro のリアルタイムクロックの日付と時刻が、データバイト情報によって設定 

されました。 

 

 

 

 

 

 

リアルタイムクロックの CAN メッセージのデータ構造（出荷コンフィグレーション）： 

 

 

 

 

 

 

 

Y =年（2 桁）、M =月、D =日、W =曜日（1 =月曜日）、h =時間、m =分、s =秒、c = 100 分の 1 

 

 

 

 

  

ヒント：ID 7F9h をリモート要求フレーム（RTR）として送信されている別の CAN メッセージで現在の日付と

時刻を呼び出すことができます（データバイト：以下の表を参照）。 
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5.5 Status LED 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

電源 LED を除く standard firmware に適用されます。 
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5.6 パワーダウン モード 

パワーダウン モードでは、PCAN-Router Pro のほとんどの電子部品の電源供給がオフになり、消費電流は 12V

で 470μA に減少します。電源 LED はオフです。 

 

PCAN-Router Pro をオン状態からパワーダウン モードに設定するには、セルフホールド機能を無効にする必要

があります。 これは、PCAN-Router Pro によって処理され、I/O function 70h (Special Out) > Selfhold を 0（非

アクティブ化）に設定する CAN メッセージを送信することによって行われます。 

 

PCAN-Router Pro がパワーダウン モードの場合、ルーターが再びオンになるようにウェイクアップ信号が必要

です（次のセクションを参照）。 

 

5.7 ウェイクアップ 

PCAN-Router Pro がパワーダウン モード（電源が印加され、電源 LED がオフ）の場合、オンにするにはウェイ

クアップ信号が必要です。 次のサブセクションでは、オプションを示します。 

 

5.7.1 電源供給によるウェイクアップ 

 

PCAN-Router Pro にウェイクアップ機能を備えた CAN トランシーバモジュールが少なくとも 1 つ含まれている

場合（これは標準の機器の場合です）、ルーターは電源供給が印加されるとすぐに自動的にオンになります。 

 

全ての CAN トランシーバモジュールにウェイクアップ機能がない場合は、外部ウェイクアップ信号を使用する

必要があります（37 ページのセクション 5.7.3 を参照）。 
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5.7.2 CAN経由のウェイクアップ 

 

 

 

 

 

 

CAN チャネルでメッセージを受信すると、PCAN-Router Pro がオンになります。 この CAN メッセージとウェ

イクアップ期間の 165 ms 内に受信するすべてのメッセージは、PCAN-Router Pro によって処理されません。 

 

5.7.3 High レベルによる外部でのウェイクアップ 

 

CAN3 および CAN4 のそれぞれの 4 ピンを High レベル（少なくとも 4.5 V）にすれば PCAN-Router Pro のスイ

ッチをオンにすることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

CAN3 および CAN4 の Wake-up（4 ピン） 

 

PCAN-Router Pro の CAN トランシーバモジュールのウェイクアップ機能がない場合は、外部ウェイクアップ信

号が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

注：この機能は、ウェイクアップ機能を備えた CAN トランシーバモジュールが使用されている CAN チ

ャネルのみが使用できます。 すべての CAN チャネルで標準装備になります。 

ヒント：外部ウェイクアップ信号は、PCAN-Router Pro または自動車の端子 15 "Ignition"からの電圧供給にな

ります。  
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5.7.4 リアルタイムクロック（RTC）によるウェイクアップ 

 

 

 

 

PCAN-Router Pro は、以前に設定されたアラーム時間でオンになります。 

 

アラーム時間は CAN メッセージで設定されます。 これを行うには、I/O function 70h (Special Out) > RTC Set 

Alarm を使用するコンフィグレーションの CAN 変数に割り当てる必要があります。 

 

 

 

  

standard firmware に適用されます。 
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6  CAN トラフィックをコンパクトフラッシュカードに記録 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.1 コンパクトフラッシュカードの準備 

PCAN-Router Pro を使用して CAN トラフィックをログに記録するには、コンパクトフラッシュカード（CF カ

ード）の内容を特定の方法で準備する必要があります。 

 

必要なものあ： 

 

ー CF カード用のカードリーダーを備えたコンピュータ 

ー 最大容量 2G バイトの CF カード 

（出荷時：1G バイトカード） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. カードをコンピュータのカードリーダーに挿入します。 

 

 

 

  

注：パフォーマンスを最適化し、メモリカードへのアクセスを減らすために、PCAN-Router Pro は受信

メッセージをブロックに保存します。 これは、使用可能なストレージスペースを最適に使用できないこ

とを意味します。 メモリブロックのサイズはコンフィグレーション可能です。詳細については、サポー

トにお問い合わせください。ps_support@gailogic.co.jp 

重要な注意：コンパクトフラッシュカードを挿入または取り外しする場合は、PCAN-Router Pro をオフに

する必要があります（電源オフまたはパワーダウンモード、電源 LED がオフ）。 それ以外の場合、カー

ドが検出されないか、データが失われる可能性があります。 

重要：説明されている手順に従うと、CF カード上の既存のデータは失われる可能性があります。 

CF カードを準備するには、次の手順を実行します： 
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2. オペレーティングシステムのプログラムで、ファイルシステム FAT16 でカードをフォーマットし

ます。 

3. CF カードのルートディレクトリに、空の trace.btr ファイルを作成します。 

次の URL より PCAN-Router Pro package をダウンロードします。 

Pcanrouterpro.zip を解凍して¥pcanrouterpro¥Empty Trace Files から使用したいトレース容量の

TraceBtrxxxx.zip を解凍します。その中にある trace.btr ファイルを CF カードのルートディレクト

リにコピーします。 

 

 

ファイルサイズは 512 バイトの倍数である必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

4. CF カードをオペレーティングシステムからログオフし（たとえば、Windows の取り出しコマンド

を使用）、コンピュータのカードリーダーからカードを取り外します。 

5. CF カードを PCAN-Router Pro の背面にあるスロットに挿入します。 

 

CF カードがリアパネルと同じ高さになると、正しく挿入されます。 

 

 

 

  

ヒント：ダウンロードパッケージには、さまざまなサイズのトレースファイル（trace.btr）が含まれています。 

それぞれの ZIP を CF カードのルートディレクトリに解凍します。 PCAN-Router Pro package は次からダウ

ンロードできます：https://www.peak-system.com/fileadmin/media/files/pcanrouterpro.zip 

 

https://www.peak-system.com/fileadmin/media/files/pcanrouterpro.zip
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6.2 記録用のコンフィグレーションの準備 

コンフィグレーションプログラム PPCAN-Editor 2 では、CAN トラフィックの記録は、 Default values for data 

objects タブのモジュール固有のコンフィグレーションで設定されます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記録のエントリは、モジュール固有のコンフィグレーションで作成されます。 

 

次のエントリを作成します（図も参照）： 
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I/O function 70h (Special Out)によるさらなるロギングの可能性： 

 

ー Routing 1 to CF Explicit CF bit ID：指定された 11 ビット ID の CAN メッセージのみ 

ー Routing 1 to CF Excluding：指定された 11ビット ID以外の 11ビット IDの CANメッセージ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ヒント：この設定と PCAN-Router Pro のその他の設定については、63 ページの付録 E ルーターリソースで

説明されています。 
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6.3 記録された CAN トラフィックの使用 

コンパクトフラッシュカード（CF カード）に記録された CAN トラフィックは、trace.btr ファイルにバイナリコ

ード化されます。 さらに使用するには、データを適切な形式に変換する必要があります。 

 

可能な変換ターゲット： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. PCAN-Router Pro から CF カードを取り出し、コンピュータのカードリーダーに挿入します。 

2. PEAK-Converter をローカルハードディスクにコピーします。 このソフトウェアは、PCAN-Router 

Pro package とソフトウェアの Web サイトからダウンロードできます。 

 

PCAN-Router Pro Package の URL： 

https://www.peak-system.com/fileadmin/media/files/pcanrouterpro.zip 

pcanrouterpro .zip を解凍して¥pcanrouterpro¥Tools¥PEAK-Converter にあります。 

 

ソフトウェアの Web サイトの URL： 

https://www.peak-system.com/fileadmin/media/files/peak-converter.zip 

peak-converter.zip を解凍します。 

 

3. コンバータプログラム PEAK-converter.exe を起動します。  

4. CF カードの trace.btr ファイルをを選択します。 

5. 次の手順で変換の設定を行います。 ターゲットファイルを CF カードに保存しないでください。 

 

 

 

  

トレースデータを取得するには、次の手順を実行します： 

https://www.peak-system.com/fileadmin/media/files/pcanrouterpro.zip
https://www.peak-system.com/fileadmin/media/files/peak-converter.zip
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6. 変換を開始します。 
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7  独自のファームウェアの作成  

開発パッケージを使用して、PEAK-System プログラマブルハードウェア製品用に独自のアプリケーション固有

のファームウェアをプログラムできます。 

 

開発パッケージのダウンロード： 

https://www.peak-system.com/quick/DLP-DevPack 

 

システム要求： 

ー Windows®10（32 ビット/ 64 ビット）を搭載した PC 

ー CAN を介してファームウェアをハードウェアにアップロードするための PCAN シリーズの CAN インターフ

ェイス 

 

パッケージの内容： 

ー Build Tools ¥ 

ビルドプロセスを自動化するためのツール 

 

ー Compiler ¥ 

サポートされているプログラマブル製品のコンパイラ 

 

ー Hardware ¥ 

サポートされているハードウェアのサブディレクトリがあり、いくつかのファームウェアの例が含まれてい

ます。 独自のファームウェア開発を開始するための例を使用してください。 

 

ー PEAK-Flash ¥ 

CAN を介してファームウェアをハードウェアにアップロードするための Windows ツール。 ディレクトリ

を PC にコピーし、インストールせずにソフトウェアを起動します。 

 

ー LiesMich.txt および ReadMe.txt 

 

ー SetPath_for_VSCode.vbs 

Visual Studio Code IDE のサンプルディレクトリを変更する VBScript。 

 

 

 

  

https://www.peak-system.com/quick/DLP-DevPack
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1. PC にローカルフォルダを作成します。 （ローカルドライブの使用をお勧めします。） 

2. PEAK-DevPack.zip を解凍した PEAK-DevPack ディレクトリ全体をフォルダにコピーします。サブ

ディレクトリ全てを含みます。（インストールは必要ありません。） 

3. スクリプト SetPath_for_VSCode.vbs を実行します。 このスクリプトは、Visual Studio Code IDE 

（https://code.visualstudio.com/）のサンプルディレクトリを変更します。 

その後、すべてのサンプルディレクトリには、ローカルパス情報を含む必要なファイルを含

む.vscode というフォルダができます。 

4. Microsoft から無料で入手できる Visual Studio Code を起動します。 

5. プロジェクトのフォルダを選択して開きます。 

例：d：¥ PEAK-DevPack ¥ Hardware ¥ PCAN Router_Pro ¥ Examples ¥ 01_ROUTING 

6. C コードを編集して、Terminal > Run Task メニューから、make clean、make all、または単一フ

ァイルのコンパイルを呼び出すことができます。 

7. MakeAll でファームウェアを作成します。 

ファームウェアは、プロジェクトフォルダのサブディレクトリ out にある* .bin です。 

 

 

 

  

独自のファームウェアを作成するには、次の手順を実行します： 

https://code.visualstudio.com/
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7.1 ライブラリ 

 

PCAN-Router Pro のアプリケーションの開発は、バイナリファイルであるライブラリ libPCAN-Router-ProGNU * 

ys.a（*はバージョン番号を表します）によってサポートされています。 このライブラリを使用して PCAN-Router 

Pro のすべてのリソースにアクセスできます。 ライブラリは、各サンプルディレクトリの inc サブディレクトリ

にあるヘッダーファイル（* .h）に記載されています。 
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8  ファームウェアのアップロード  

CAN-Router Pro のマイクロコントローラには、Windows プログラム PEAK-Flash で CAN 介して新しいファー

ムウェアをアップロードします。 このためには PCAN-Router Pro のブートローダーをアクティブ化する必要が

あります。 ブートローダーを起動するには、次の 2 つの方法があります： 

 

ー デバイスに standard firmware である場合のみ ： 

デバイスで standard firmware を使用している場合、PEAK-Flash でブートローダーを有効にできます。 詳

細については、81 ページの 8.3 ファームウェア転送を参照してください。 

 

ー 基板上のロータリースイッチでブートローダーを有効にすることができます。 これについては、第 8.2 章

ハードウェアの準備（49 ページ）を参照してから、8.3 章ファームウェア転送（51 ページ）を参照してく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

8.1 システム要求 

CAN-Router Pro を新しいファームウェアに更新できるようにするには、次の前提条件を指定する必要がありま

す： 

ー コンピュータ用の PCAN シリーズの CAN インターフェイス（例：PCAN-USB） 

ー CAN インターフェイスと PCAN-Router Pro 間の CAN ケーブル接続と終端（バスの両端で 120Ω） 

ー オペレーティングシステム Windows10 または 8.1（32 ビット/ 64 ビット） 

 

 

 

  

注：standard firmware の更新後、μC Status LED が 2 Hz で点滅し、コンフィグレーションが利用でき

ないことを示します。 PPCAN-Editor 2 を使用してコンフィグレーションを PCAN-Router Pro に再転送

します。 



PCAN-Router Pro – User Manual JP  Ver 2.6.0 

49 

 

 

8.2 ハードウェアの準備 

CAN を介してファームウェアをアップロードするには、ロータリースイッチを介して PCAN-Router Pro の CAN

ブートローダーをアクティブ化する必要があります。standard firmware を使用する場合は、51 ページの 8.3 章

に直接進むことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

1. 前後のハウジング上部の角にある 4 本のネジを外します。 

2. ハウジングカバーを取り外します。 

3. 次の図を参考にして、ボード上のロータリースイッチを見つけます： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. ボード上の ID ロータリースイッチを F の位置に回します。たとえば、マイナスドライバーを使用

します。 

 

 

 

 

  

注意！静電気放電（ESD）は、基板上の部品を損傷または破壊する可能性があります。基板を取り扱うとき

は、静電気防止用の注意を払ってください。                 

ロータリースイッチを設定するには、次の手順を実行します： 
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5. 電源を再投入してデバイスを再起動すると ロータリースイッチの変更が有効になります。 

μC Status LED は消灯したままです。 CAN コネクタ CAN1〜CAN4 の LED が点滅しています。 

6. 51 ページの 8.3 章ファームウェア転送に進みます。 

7. ボード上のロータリースイッチを前に設定したモジュール ID に戻します。 

8. LED ライト ガイドに注意して、カバーをケーシングに戻します。 

9. ハウジングの上部コーナーにある 4 本のネジを前面と背面に締めます。 

10. 電源を再投入してデバイスを再起動します。 
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8.3 ファームウェア転送 

ファームウェアは、付属の Windows プログラム PEAK-Flash を使用して CAN バスを介してアップロードされま

す。 ファームウェアのアップロードは、CAN1 でのみ可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. デバイスに電源を投入します。 

電源 LED が緑色に点灯します。 

2. PC に CAN インターフェイスを接続して CAN インターフェイスから PCAN-Router Pro の CAN1

コネクタに接続します。 CAN ケーブルが正しく終端されていることを確認してください（2x120

Ω）。 

ファームウェアのアップロードは、CAN1 コネクタでのみ可能です。 これは PC のみに接続する

必要があります。 

3. 開発パッケージに含まれているソフトウェア PEAK-Flash をダウンロードします。 

www.peak-system.com/quick/DLP-DevPack 

4. zip ファイルをローカルストレージメディアに解凍します。 

5. PEAK-Flash.exe を実行します。 

プログラムを起動します。 

 

 

 

  

重要な注意：新しいファームウェアをアップロードすると、PCAN-Router Pro の既存のコンフィグレーシ

ョンがすべて消去されます。 したがって、ファームウェアの更新後に PPCAN-Editor 2 を使用してコンフ

ィグレーションを PCAN-Router Pro に転送する前に、コンフィグレーションをコンピュータに保存され

ていることを確認してください。 

PEAK-Flash で新しいファームウェアを転送するには、次の手順を実行します： 

http://www.peak-system.com/quick/DLP-DevPack
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6. Next ボタンをクリックします。 

7. Modules connected to the CAN-bus ラジオボタンをクリックします。 

8. Channels of connected CAN hardware のドロップダウンメニューで、コンピュータに接続され

ている CAN インターフェイス（PCAN-USB など）を選択します。 

9. Bitrate のドロップダウンメニューで、nominal bitrate の 500 kbit / s が選択されていることを確認

してください。 
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10. Detect をクリックします。 

リストには、PCAN-Router Pro、Module ID、Firmware version が表示されます。  

そうでない場合は、nominal bitrate での CAN バスへの接続が存在するかどうかを確認します。 

11. Next をクリックします。 

12. Embedded Firmware または Firmware File のラジオボタンを選択します。 

Embedded Firmware は、デバイスの standard firmware を更新するためのものです。 

Firmware File は、ファームウェアファイル（* .bin）を選択するためのものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13. Next をクリックします。 

Ready to Flash のダイアログが表示されます。 

14. Start をクリックして、新しいファームウェアを PCAN-Router Pro に転送します。 

点滅ダイアログが表示されます。 

15. プロセスが完了したら、Next をクリックします。 

16. プログラムを終了できます。 
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17. ロータリースイッチによるファームウェアアップデートの場合のみ： 

49 ページの 8.2 章のステップ 6 に進みます 

18. 電源を投入して、デバイスを再起動します。 

 

これで、新しいファームウェアで PCAN-Router Pro を使用できます。 
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9  技術仕様  
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3 それぞれの CAN チャネルで使用されているトランシーバモジュールに応じたΩ値。 
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 付録 A CE 認証書  
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 付録 B 寸法図 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       正面図（mm 単位） 

図は原寸大ではありません。 
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 付録 C コンパクトフラッシュカードの内容 

 

standard firmware に適用されます。  

 

データロギング用に準備されているコンパクトフラッシュカードの内容： 

ー ファイルシステム FAT16（単に FAT と呼ばれる） 

ー ルートディレクトリ内の trace.btr ファイル（ファイル名拡張子.btr =バイナリトレース） 

ー ファイルサイズ：512 バイトの倍数（最小 1024 バイト）、断片化されていない 

ー ファイルの内容：空のバイト（00h） 

 

trace.btr ファイルのサイズとタイムスタンプは、データロギング時に PCAN-Router Pro によって変更されませ

ん。 

 

trace.btr ファイルの CAN メッセージの容量： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

注：パフォーマンスを最適化し、メモリカードへのアクセスを減らすために、PCAN-Router Pro は受信

メッセージをブロックに保存します。 これは、使用可能なストレージスペースを最適に使用できないこ

とを意味します。 メモリブロックのサイズはコンフィグレーションで可能です。詳細については、サポ

ートにお問い合わせください。ps_support@gailogic.co.jp 
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 付録 D 廃棄情報（バッテリー） 

 

デバイスに含まれるバッテリーは、家庭ごみと一緒に廃棄しないでください。 適切に廃棄するために、デバイ

スからバッテリーを取り外します。 

 

PCAN-Router Pro には、次のバッテリーが含まれています： 

ー ボタン電池 CR16203.0 V x1 
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 付録 E ルーターリソース 

この表は、standard firmware を備えた PCAN-Router Pro のすべての論理リソースを、I / O 機能（"I/O Function"の列）とそれぞれの I / O 番号（"I/O Number"の列）

で整理したものです。 
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